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はじめに 

要約 

このユーザーガイドは Colasoft UPM の設定、日常の運用・保守など使用方法について紹介

しています。 

対象読者 

このユーザーガイドは、すべての Colasoft UPMユーザーを対象として、作成されたもので

す。 
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概要 
Colasoft UPMはネットワークビジネス向けのパフォーマンス管理システムです。ビジネス

層、アプリケーション層からネットワーク層までのネットワーク状況を解析することで、

UPMはビジネスパフォーマンスとネットワークの運用・保守を密接に結び付け、ビジネスの

パフォーマンス、品質、トラブル、セキュリティ問題を監視し、ビジネス解析の可視表示を

提供します。そして、ビジネスを中核としたネットワークの運用・保守能力を向上させるこ

とで、ビジネスパフォーマンスを高め、トラブルシューティングの効率を上げることができ

るシステムです。 

構成要素 
Colasoft UPMは nChronos サーバー（「フロントエンド」とも呼ぶ）と UPM解析センター

(以下は「UPMセンター」と呼ぶ)から構成されています。 

フロントエンドデバイスはビジネスシステムの通信リンクにおける重要ノードに配置され、

スイッチポートミラーリングまたはネットワークタップを通じて、ビジネス通信データをキ

ャプチャーします。フロントエンドは、性能指標パラメータとアプリケーションアラーム情

報をリアルタイムに収集、解析し、管理インターフェースを介して UPMセンターにアップロ

ードします。 

UPMセンターは、フロントエンドデバイスを集中管理するために配置され、フロントエンド

にアップロードされたビジネス性能指標およびアラーム情報を統合解析し、その解析結果を

表示します。 

機能特徴 
Colasoft UPM の主な機能は以下の通りです。 

 ビジネスの集中監視をサポート 

各ビジネスの運行状態をグラフィカルに表示することで、ユーザーは迅速に異常な

ビジネスを発見できます。 

 インテリジェンスアプリケーション整理をサポート 

フロントエンドがアップロードされたサービスアクセスデータに基づいて、ネット

ワークにおけるホストとサービスのアクセス関係をグラフィカルに表示します。ア

クセス関係図を通じて、アプリケーションを素早く定義し、アプリケーション整理

を行うことができます。 

 ビジネスロジックチャートをサポート 

ユーザーは実際のビジネス関係により、ビジネスロジックチャートを定義すること

ができます。ビジネスにおけるアプリケーションにトラブルが発生した場合、この

アプリケーションはロジックチャートをハイライトで表示します。ユーザーはそれ

を利用して、迅速に問題点を特定することができます。 

 ビジネスの履歴解析をサポート 

ビジネスの履歴データをクエリすることで、トラブル発生時の状況を迅速に再現し、

問題解析することでトラブルシューティングに役立てます。 
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 マルチセグメント解析をサポート 

単一アプリケーションのマルチセグメント解析を提供します。ロスセグメント、再

送信、および他のトラブルが発生した場合、関連のフロントエンドからそのアプリ

ケーションのデータを抽出して、比較解析を行います。 

 総合指標のクエリ 

システムは、アプリケーション、サーバーおよびクライアントの指標をクエリして、

グラフィカルに表示する機能を提供します。ユーザーは異なる指標間の比較クエリ

と異なる時間帯における同じ指標の比較クエリを行うことができます。 

 パケットのダウンロードをサポート 

アプリケーションおよびアプリケーションパスに基づいて、パケットをダウンロー

ドすることができます。 

 設定のプッシュをサポート 

アプリケーション、アラームおよびネットワークセグメントの設定は自動的に UPM

センターからフロントエンドにプッシュすることができます。 

デプロイメント 
UPMのデプロイメント例を、下図に示します。 

 

技術サポート 
基本的には、商業顧客とフリーウェアユーザーを含め、当社製品を使用している全てのユー

ザーに対して、技術サポートを提供します。ですが、商業顧客が優先され、営業日一日以内

で技術サポートが得られることについて、ご了承をお願いいたします。 

一般的な質問については Knowledge Base(英語)をご参照ください。 

ウェブサイトサポート 

最新 FAQや専門用語などについては、 http://www.colasoft.com/jp/に、バージョ

ンアップグレード情報と相関する公開リソースがありますので参照願います。 

http://kb.colasoft.com/?help_doc
http://www.colasoft.com/jp/
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E メールサポート 

技術問題がございましたら、いつでも気軽に support.jp@colasoft.com にお問い合

わせください。われわれは可能な限り早く返信します。Eメールには製品のシリア

ル番号、製品のバージョンとエディション、オペレーティングシステムのバージョ

ン、トラブルの詳細説明、および他の関連情報を記入する必要があります。 

フォーラムサポート(英語) 

サポートフォーラムでは、当社のサポートを得るだけでなく、ご提案を提出し、当

社の製品について他のユーザーと議論することもできます。ぜひともサポートフォ

ーラムに参加してください。 

mailto:support.jp@colasoft.com
http://www.packetech.com/
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インストールとアクティベーション 
この章では、Colasoft UPM のインストールとアクティベーションを紹介します。 

Colasoft UPM をインストール 
Colasoft UPMセンターのインストールについては「UPMインストールマニュアル」をご参照

ください。  

UPM をアクティブ化 
ブラウザとして Internet Explorer を使用している場合、まず以下のステップに従い、いく

つかの設定を行う必要があります。 

1. Internet Explorer を起動します。 

2. ツール ->インターネットオプション をクリックして、インターネットオプション

ダイアログボックスを開きます。 

 

3. 「全般」タブにおける「閲覧の履歴」部分で「設定」をクリックして、開かれた

「インターネット一時ファイルと履歴の設定」ダイアログボックスで「Web サイトを

表示するたびに確認する」にチェックを入れます。 
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4. OKをクリックして、設定を保存します。 

Colasoft UPMのアクティベーションについて「UPMインストールマニュアル」をご参照くだ

さい。 

ブラウザのアドレスバーに「https://+サーバーIP（UPMセンターをインストールす

る時設定されたIPを指す）」を入力して、「Enter」を押すことで、下図のようにUPMセ

ンターログインページへ移動します。 

 

ユーザーは UPMセンターの IPアドレスを変更することができます。 
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UPMセンターをインストールする時設定されたユーザーアカウントとパスワードでログイン

します。 

システムを再アクティブ化する必要がある場合、UPM 管理->システムアクティベーションを

クリックして、「システムアクティベーション」ページへ移動します。そして、「再アクテ

ィブ化」をクリックして、下図のように再アクティブ化ダイアログボックスが表示されます。 

 

システムを再アクティブ化するには、「オンライでアクティブ化」と「ライセンスファイル

でアクティブ化」という二つの方法があります。 

オンライでアクティブ化 

ネットワークに接続している場合、「オンラインでアクティブ化」を選択することができま

す。シリアル番号を入力し、「アクティブ化」をクリックすれば、アクティベーションが自

動的に完了します。この方法は、迅速かつ簡単で、数秒しかかかりません。 

ライセンスファイルでアクティブ化 

インターネットに接続していない場合、またはオンラインでアクティブ化に失敗した場合、

「ライセンスファイルでアクティブ化」を選択することができます。以下のステップに従い、

ライセンスファイルでシステムをアクティブ化します。 

1. アクティベーションページでシリアル番号を入力します。マシンコードは自動的に

生成されます。 

2. シリアル番号、マシンコードおよび製品バージョンを support.jp@colasoft.com に

送信します。Colasoft サポートは二営業日以内でライセンスファイルを送付します。 

3. 「参照」をクリックして、ライセンスファイルをインポートします。 

4. 「アクティブ化」をクリックして、システムをアクティブ化します。 

mailto:マシンコードおよび製品バージョンをsupport.jp@colasoft.com
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ビジネスの集中監視 
この章では、ビジネスの集中監視ページのレイアウトと機能について紹介します。 

ビジネスの集中監視ページ 
ビジネスの集中監視ページは、下図のようにビジネスとビジネスグループの状態を表示しま

す。 

 

ビジネスの並べ替え 

ビジネスの集中監視ページで、ユーザーは以下のフィールドに基づいて、ビジネスとビジネ

スグループを並べ替えることができます。 

 名前:ビジネスまたはビジネスグループの名前で並べ替えます。ソート順は数字->ア

ルファベットです。 

 健全度:低いから高いまで健全度に基づいてビジネスまたはビジネスグループを並べ

替えます。 

 アラーム数:多いから少ないまでアラーム数に基づいてビジネスまたはビジネスグル

ープを並べ替えます。 

 未処理アラーム数:多いから少ないまで未処理アラーム数に基づいてビジネスまたは

ビジネスグループを並べ替えます。 

 アラームレベル:高いから低いまでアラームレベルに基づいてビジネスまたはビジネ

スグループを並べ替えます。 

 運用保守レベル:高いから低いまで運用保守レベルに基づいてビジネスまたはビジネ

スグループを並べ替えます。 

 ユーザー定義:この並べ替えモードで、ユーザーはビジネスまたはビジネスグループ

を手動でドラッグすることで並べ替えることができます。 

ビジネスのフィルタリング 

ユーザーはドロップダウンリストから運用保守レベルを選択することで、選択した運用保守

レベルに応じてビジネスを表示フィルタリングすることができます。高(★★★)、中 (★

★)、低 (★)から運用保守レベルを選択することができます。 

表示フィルタリングをキャンセルするには、ドロップダウンリストから「運用保守レベル

(すべて)」を選択すればよいのです。 
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監視サイクル 

ユーザーは監視期間を過去 1分間、過去 5分間、過去 15分間、過去 1時間、および今日に

設定することができます。 

ビジネスを検索 

ユーザーは各ビジネスグループでビジネスを検索することができます。検索ボックスに適切

なキーワードを入力することで、そのキーワードと関連しているビジネスだけが表示されま

す。 

アラームログタブ 

アラームログタブは選択されたビジネスのアラームログ情報を表示します。アラームログ情

報には、アラームトリガー時間、ビジネス名、アプリケーション名、アラーム名、トリガー

IP、およびトリガー条件が含まれています。 

アラーム統計タブ 

アラーム統計タブは各アラームタイプのトリガー情報を表示します。アラーム統計アイテム

を一つクリックすることで、そのアラームタイプの詳細なトリガー記録を確認することがで

きます。 

ビジネス詳細 
ビジネスの集中監視ページには、下図のように各ビジネスのビジネス名、運用保守レベル、

未処理アラーム数、トリガーされたアラーム数および健全度が表示されます。 

 

 「トリガーされたアラーム数」は監視期間内でトリガーされたアラームの数を表し

ます。 

 「健全度」は監視期間内におけるビジネスの健全レベルを表します。監視期間内で

トリガーされたアラームがない場合、健全度が 100％となります。 

 「未処理アラーム数」はまだ処理されていないアラーム数を表します。 

右上の未処理アラーム数をクリックして、下図のように未処理アラームページに入ります。

このページでまだ処理されていないアラームを処理することができます。 



ビジネスの集中監視 

Copyright © 2015 Colasoft LLC. All rights reserved. 10 

 
未処理アラームページで、ユーザーはビジネス、プローブ、日付およびキーワードによって

未処理アラームをフィルタリングすることができます。 

 「処理」ボタンをクリックして、選択された一つまたは複数のアラームを処理する

ことができます。 

 「すべてのアラームを処理」ボタンをクリックして、フィルター条件と一致するす

べてのアラームを処理することができます。 

 アラームリストにおける操作カラムで ボタンをクリックして、そのアラームを処

理することができます。 

ビジネスグループ 
ビジネスがたくさんある場合、必要に応じて、ビジネスをグループ分けすることができます。 

グループを追加 

ビジネスの監視ページには、すべてのビジネスとビジネスグループが含まれる「すべてのグ

ループ」というデフォルトグループがあります。一つのビジネスは複数のビジネスグループ

に追加することができます。 
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「すべてのグループ」の横にある ボタンをクリックして、下図のようにビジネスグルー

プを追加するダイアログボックスが開かれます。ここでビジネスグループを設定、追加する

ことができます。 

 

グループを修正 

ユーザーは、グループ名、グループ説明およびビジネス設定を含め、追加されたグループの

情報を修正することができます。 

右側にある ボタンをクリックし、「グループを修正」をクリックすることで、下

図のようにグループを修正するダイアログボックスが表示されます。 

 

グループを削除 

グループを修正するほかに、ユーザーはグループを削除することもできます。 
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右側にある ボタンをクリックし、「グループを削除」をクリックすることで、下

図のようにビジネスグループを削除することができます。 

 

ビジネス管理 
ビジネス管理では、ビジネスの追加、修正、および削除について説明しています。 

ビジネスを追加 

下図のように、ユーザーは各ビジネスグループのためにビジネスを追加することができます。 

 

ビジネスを追加するには、「＋」をクリックして、ビジネスを追加するページへ移動します。

ビジネスを追加する詳しい情報について、「ビジネスを設定」をご参照ください。 

ビジネスを修正 

ユーザーは追加されたビジネスを修正することができます。 

修正したいビジネスを選択し、「修正」をクリックすることで、下図のようにビジネスを編

集するページに入ります。このページでビジネスを修正することができます。 

 

ビジネスを削除 

ビジネスを修正するほかに、追加されたビジネスを削除することもできます。 

ビジネスを削除するには、ビジネスを選択して、「削除」をクリックすることで、下図のよ

うなダイアログボックスが表示されます。 
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ビジネスが複数グループに属している時、あるビジネスグループでそのビジネス

を削除する場合、他のグループでそのビジネスも削除されます。 
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インテリジェンスアプリケーション整理 
プローブがキャプチャーされたサービスアクセスデータに基づいて、インテリジェンスアプ

リケーション整理ページはホストとサービスのアクセス関係をグラフィカルに表示します。

ユーザーは、アクセス関係図に基づいて、迅速にアプリケーションを整理することができま

す。 

ノードを設定 
関心のアプリケーションに集中し、アクセス関係図を簡略化するために、アプリケーション

を整理する前に、ユーザーはノードを設定する必要があります。 

「設定」ボタンをクリックして、下図のようにノード設定ダイアログボックスが表示されま

す。 

 

ノード設定ダイアログボックスには、以下のオプションが含まれています。 

1. 単一サーバーノードの Top クライアント数:設定可能な範囲は 1 から 50 までです。デフ

ォルトでは 15 となります。トラフィックまたは最近アクセス時間で並べ替えることが

できますが、デフォルトでは最近アクセス時間で並べ替えます。 

2. 単一クライアントノードの Top サーバー数:設定可能な範囲は 1 から 50 までです。デフ

ォルトでは 15 となります。トラフィックまたは最近アクセス時間で並べ替えることが

できますが、デフォルトでは最近アクセス時間で並べ替えます。 

3. ビジネスロジックチャートの最大接続数:設定可能な範囲は 1 から 500 までです。デフ

ォルトでは 200となります。 
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4. 異常ノード: 単一クライアントノードのサーバー数が設定された数を超えたら、異常ノ

ードとマークします。設定可能な範囲は 5 から 10,000 までです。デフォルトでは 50 と

なります。 

5. ノード表示フィルター:最近の三日間でアクセスしていないノードと未応答ノードを表

示するかどうかを設定します。デフォルトでは表示します。 

6. ノード名を表示:表示するノード名フォーマットを設定します。IP アドレス、別名、IP

アドレスと別名から選択することができます。デフォルトでは別名としてノード名を表

示します。 

7. アプリケーションを整理するときに表示されるサーバーポート:サーバーポートリスト

に追加されたポートと関係しているノードだけ、アクセス関係図に表示されます。単一

ポートとポート範囲を入力することができます。デフォルトではポートが設定されてい

ません。すなわちすべてのノードは関係図に表示されます。 

8. アプリケーションを整理するときに表示されるサーバーIP アドレス:サーバーIP アドレ

スに追加された IP アドレスと関係しているノードだけ、アクセス関係図に表示されま

す。単一 IP、セグメント、および IP 範囲を入力することができます。デフォルトでは

IPアドレスが設定されていません。すなわちすべてのノードが関係図に表示されます。 

ノードフィルター 
関係図にノードがたくさんある場合、ノードフィルターを設定することで、関心のあるノー

ドをフィルタリングすることができます。システムは時間フィルター、プローブフィルター、

ノードタイプフィルターおよび検索フィルターという四つのフィルターを提供します。 

時間フィルター 

ユーザーは時間範囲を設定することで、特定の時間帯のノードをフィルタリングすることが

できます。時間ボックスをクリックして、時間設定ダイアログボックスがポップアップされ

ます。今日、昨日、先週、先月という四つの時間範囲から選択することもできますが、自分

で時間範囲を定義することもできます。時間範囲をカスタマイズする場合、最小範囲は 1日

となります。 

プローブフィルター 

関係図におけるすべてのデータはプローブによって採集されました。ユーザーはプローブを

選択することで、特定のプローブが採集したデータをフィルタリングすることができます。

プローブボックスをクリックして、ドロップダウンリストからプローブを選択します。デフ

ォルトではすべてのプローブが選択されています。すなわちすべてのノードが関係図に表示

されます。 

ノードタイプフィルター 

アクセス関係図において、ノード間の接続タイプは TCP または UDP である可能性があります。

ユーザーはノード接続タイプを選択することで、特定タイプのノードをフィルタリングする

ことができます。ノードタイプボックスをクリックして、ドロップダウンリストからノード

タイプを選択します。デフォルトでは、すべてのタイプのノードを表示します。 
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検索フィルター 

UPMは検索ボックスを提供します。ユーザーは検索ボックスで直接アプリケーションまたは

ホストを入力して、アプリケーションまたはホストのアクセス関係図を確認することができ

ます。 

アクセス関係図 
アクセス関係図には関係図とマトリックス図という二つのタイプがあり、ボタンを通じて切

り替えることができます。アクセス関係図において、一つのノードは一つの IP アドレスを

表し、一つまたは複数ポートと関連しています。サーバーノードの場合、複数アプリケーシ

ョンを提供する可能性があります。 

 

アクセス関係図において、色が異なるいくつかのタイプのノードとラインがあります。以下

はそれらのノードとラインについて説明しています。 

 紫のラインは TCP/UDP接続を表します。 

 緑のラインは TCP 接続を表します。 

 ブラウンのラインは UDP接続を表します。 

 濃い灰色のラインは無応答の接続を表します。 

 灰色のラインは無アクセスの接続を表します。 

 青のノードはサーバーノードを表します。 

 灰色のノードはクライアントノードを表します。 

 中空の青のノードはサーバーノードとクライアントノードの両方を表します。 

 赤のノードは異常ノードを表します。 

 

ユーザーは左側にある「ヘルプ」ボタンをクリックして、各ノードとラインの意味を確認す

ることができます。 

関係図 

関係図は以下のように表示されます。 
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マトリックス図 

マトリックス図は以下のように表示されます。 
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マトリックス図であるノードを選択した場合、そのノードと関連する情報を便利に確認する

ために、そのノートと接続していないノードとラインは一時的に灰色になります。 

ノード操作 
アクセス関係図におけるノードに対して、「ノード名を修正」、「ノード情報を表示」、

「アプリケーションを追加」、「アプリケーションに追加」、「表示」、「隠す」という六

つの操作を行うことができます。あるノードを右クリックして、下図のようなダイアログボ

ックスが表示されます。 

 

ノードタイプによって、ポップアップされたダイアログボックスも違います。 

1. ノード名を修正: 

デフォルトでノード名は IP アドレスとして表示されます。ユーザーは必要に応じてノ
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ード名を修正することができます。 

2. ノード情報を表示:  

クライアントノードの場合、「ノード情報を修正」をクリックすることでポップアップ

されたダイアログボックスは、下図のようにそのノードの詳細情報とノードがアクセス

したサーバーリストが表示されます。 

 
サーバーノードの場合、「ノード情報を修正」をクリックすることでポップアップされ

たダイアログボックスは、下図のようにそのノードの詳細情報が表示されます。 

 
サーバーノードであり、クライアントノードでもあるノードの場合、「ノード情報を修

正」をクリックすることでポップアップされたダイアログボックスは、下図のようにサ

ーバーとしてのノード情報、クライアントとしてのノード情報、およびクライアントと

してアクセスしたサーバーリストが表示されます。 

 
3. アプリケーションを追加: 

このボタンをクリックすることで、選択したサーバーノードをアプリケーションとして

迅速に追加することができます。「アプリケーションを追加」をクリックして、「アプ

リケーションタイプを選択」ダイアログボックスが表示されます。通常接続、ロング接

続と二重非同期ロング接続からアプリケーションタイプを選択し、選択されたノードの

IPアドレスとポートをルールとして、アプリケーションを追加します。 

4. アプリケーションに追加: 

このボタンをクリックすることで、選択したサーバーノードを既存のアプリケーション

に追加することができます。「アプリケーションに追加」をクリックして、「アプリケ

ーションに追加」ダイアログボックスが表示されます。ドロップダウンリストからアプ
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リケーションを選択し、選択されたサーバーノードの IP アドレスとポートを新しいル

ールとしてアプリケーションに追加します。 

5. 表示:  

クライアントノードの場合、このボタンをクリックすると、このノードのサーバーノー

ドだけが表示されます。 

サーバーノードの場合、このボタンをクリックすると、このノードのクライアントノー

ドだけが表示されます。 

サーバーノードであり、クライアントノードでもあるノードの場合、このボタンをクリ

ックして、ユーザーはこのノードのクライアントノード、このノードのサーバーノード

またはこのノードと接続したすべてのノードを表示することができます。 

6. 隠す:  

このボタンをクリックして、このノード、またはこのノードおよびこのノードと接続し

たすべてのノードを隠すことができます。 

左側にある表示ボタンをクリックして、隠しノードリストが表示されます。ここですべ

ての隠しノードを確認し、隠されたノードをまた表示にすることができます。 

サービスアクセスリスト 
サービスアクセスリストはプローブが取得したサービスアクセス情報を表示し、以下のよう

な項目が含まれています。 

項目 説明 

IPアドレス サーバーの IPアドレスです。 

ポート サービスを提供するポートです。一つのサーバーは複数のサービス

ポートを提供することができます。 

アプリケーション アプリケーションの名前を表示します。初期状態では、すべてのア

プリケーションは「不明」となります。このアクセスがアプリケー

ションとして追加された後、アプリケーション名がリストに表示さ

れます。 

操作 ユーザーは追加されたアプリケーションに対して、「ビジネスに追

加」、「アプリケーションを修正」、および「アプリケーションを

削除」という三つの操作を行うことができます。 

ジオロケーション サーバーのジオロケーション情報です。 

クライアント数 サーバーと対応するクライアント数です。 

最初のアクセス時間 このサービスアクセスを初めてキャプチャーした時間です。 

最近アクセス時間 このサービスアクセスを最後にキャプチャーした時間です。 

累計トラフィック このサービスアクセスを初めてキャプチャーした以来の累計のトラ

フィックです。 

最近一週間における

毎日平均トラフィッ

ク 

最近一週間において、このサービスアクセスの毎日の平均トラフィ

ックです。 

サービスアクセスリストはデフォルトで折りたたんだ状態で、IPアドレス、ポート、アプ

リケーションおよび操作という四つの項目のみが表示されます。ユーザーは、 ボタンを

クリックして、サービスアクセスリストを展開することで、詳細な情報を確認することがで

きます。 
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サービスアクセス記録を選択して、ユーザーは「アプリケーションを追加」、「アプリケー

ションに追加」、「クライアントを表示」、および「ノードを削除」という四つの操作を行

うことができます。 

アプリケーションを追加 

「アプリケーションを追加」ボタンをクリックして、「アプリケーションタイプを選択」ダ

イアログボックスが表示されます。通常接続、ロング接続と二重非同期ロング接続からアプ

リケーションタイプを選択し、選択されたサービスアクセス記録の IPアドレスとポートを

ルールとして、アプリケーションとして追加します。 

アプリケーションに追加 

「アプリケーションに追加」ボタンをクリックして、「アプリケーションに追加」ダイアロ

グボックスが表示されます。ドロップダウンリストからアプリケーションを選択し、選択さ

れたサービスアクセス記録の IPアドレスとポートを新しいルールとして既存のアプリケー

ションに追加します。 

クライアントを表示 

「クライアントを表示」ボタンをクリックして、下図のように「すべてのクライアント」ダ

イアログボックスが表示されます。ユーザーは IPアドレス、ポート、プローブ、接続タイ

プ、最初のアクセス時間、最近アクセス時間、累計トラフィック、今日のトラフィック、お

よびジオロケーションなどを含め、このサーバーと接続したすべてのクライアントの情報を

確認することができます。 

 

ノードを削除 

「ノードを削除」ボタンをクリックして、アクセス関係図からこのノードを削除します。同

時にサービスアクセスリストにあるこのノードのアクセス記録も削除されます。 

 

一方、追加されたアプリケーションに対して、「ビジネスに追加」、「アプリケーションを

修正」、および「アプリケーションを削除」という三つの操作を行うことができます。 

ビジネスに追加 

以下のステップに従い、追加されたアプリケーションを既存のビジネスに追加することがで

きます。 

1. ボタンをクリックして、「ビジネスに追加」ダイアログボックスが表示されます。ド
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ロップダウンリストからビジネスを一つ選択します。 

2. OKをクリックして、ビジネスロジックチャートの設定ページへ移動します。 

3. システムはデフォルトで自動的にサーバーノードを追加し、選択されたアプリケーショ

ンを選択します。ユーザーはノード名を入力し、メインプローブと関連ビジネスを選択

すればよいのです。 

4. OKをクリックして、アプリケーションをビジネスに追加する操作を完了します。 

アプリケーションを修正 

ボタンをクリックして、「アプリケーションを修正」ダイアログボックスが表示されます。

ユーザーは名前、説明、およびアプリケーションルールを修正することができいます。アプ

リケーションタイプを修正するには、まずすべてのアプリケーションルールを削除する必要

があります。 

アプリケーションを削除 

ボタンをクリックして、ユーザーは選択したアプリケーションを削除することができま

す。同時に、アクセス記録もサービスアクセスリストから削除されます。 
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ビジネス解析 
この章はビジネスを解析する詳しい情報について紹介します。 

ビジネス解析ページ 
ビジネス監視ページで、解析したいビジネスを選択して、ポップアップされたメニューで

「解析」をクリックすることで、下図のようにビジネス解析ページに入ります。 

 

ビジネスアラーム状態 
ビジネスアラーム状態図は選択された時間範囲における各タイムスライスでビジネスの運行

状態を表示します。タイムスライスが緑と表示される場合、それはこのタイムスライスでビ

ジネスが正常に運行され、トリガーされたアラームがないことを表します。一方緑と表示さ

れない場合、それはこのタイムスライスで異常が発生し、アラームがトリガーされたことを

表します。 

時間範囲を設定 

ビジネスを解析する時、時間範囲を設定することができます。デフォルトではビジネスの集

中監視ページにおける監視サイクルがビジネス解析の時間範囲となります。ユーザーは時間

範囲をカスタマイズすることができます。時間テキストボックスをクリックして、下図のよ

うに時間範囲を設定するダイアログボックスが表示されます。 
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最小時間範囲は 1時間で、最大時間範囲は１か月です。ビジネスアラーム状態図はユーザー

定義の時間範囲をより小さいタイムスライスに分割します。ユーザーは異なるタイムスライ

スを選択し、ビジネスを解析することができます。 

「現在時間目盛り」はビジネスアラーム状態図における各タイムスライスの時間範囲を表し

ます。 

時間選択ボタン 

ビジネスアラーム状態図にはいくつかの時間選択ボタンがあります。以下はそれらのボタン

について説明しています。 

:前のタイムスライスへ。このボタンをクリックすると、ビジネスアラーム状態図

は前のタイムスライスに入ります。 

:次のタイムスライスへ。このボタンをクリックすると、ビジネスアラーム状態図

は次のタイムスライスに入ります。 

:前のアラームタイムスライスへ。このボタンをクリックすると、ビジネスアラー

ム状態図は自動的にトリガーされたアラームがある前のタイムスライスに入ります。 

:次のアラームタイムスライスへ。このボタンをクリックすると、ビジネスアラー

ム状態図は自動的にトリガーされたアラームがある次のタイムスライスに入ります。 

:前の時間帯。このボタンをクリックすると、ビジネスアラーム状態図は前の同じ

時間帯に入ります。例えば現在時間帯は８月の場合、このボタンをクリックすると、ビ

ジネスアラーム状態図は７月に入ります。 

:次の時間帯。このボタンをクリックすると、ビジネスアラーム状態図は次の同じ

時間帯に入ります。例えば現在時間帯は８月の場合、このボタンをクリックすると、ビ

ジネスアラーム状態図は９月に入ります。 

:拡大。このボタンをクリックすると、選択されたタイムスライスは拡大されます。

例えば、選択されたタイムスライスのメモリが２４時間の場合、このボタンをクリック

すると、選択されたタイムスライスのメモリは２４時間から１時間になります。 

:縮小。このボタンをクリックすると、選択されたタイムスライスは縮小されます。

例えば、選択されたタイムスライスのメモリが１時間の場合、このボタンをクリックす

ると、選択されたタイムスライスのメモリは１時間から２４時間になります。 

ビジネスロジックチャート 
ビジネスロジックチャートは下図のように選択されたタイムスライスにおけるビジネスの運

行状態を表示します。 

 



ビジネス解析 

Copyright © 2015 Colasoft LLC. All rights reserved. 25 

マウスをビジネスロジックチャートに移動し、マウスホイールを通じて、ユーザーはビジネ

スロジックチャートにおけるノードを拡大したり、縮小したりすることができます。ビジネ

スロジックチャートの左上のところに３つのボタンがあります。以下はボタンの機能につい

て説明しています。 

中央揃え:ビジネスロジックチャートを中央に表示します。 

全体図:ビジネスロジックチャートですべてのノードを表示します。ビジネスロジックチャ

ートにおけるノードがたくさんある場合、このボタンをクリックすると、システムは自動的

にノードを縮小します。 

総合指標のクエリ:このボタンをクリックすると、総合指標のクエリページへ移動します。 

 

ノード情報を表示 

ビジネスロジックチャートにおいて、ユーザーはノード情報とアラーム情報を確認すること

ができます。 

ビジネスロジックチャートであるノードをクリックして、下図のようにノード情報ダイアロ

グボックスがポップアップされます。 

 

ノード情報ダイアログボックスには、ノード名、ノード説明、そのノードのために追加され

たインターフェース、および各インターフェースの IPアドレスとトリガーされたアラーム

数が表示されます。 

ビジネストランザクションパスとビジネスロジックチャートのノードにおける数字はトリガ

ーされたアラームの数を表します。 

インターフェース情報を表示 

ビジネスロジックチャートにおけるノードのインターフェースをクリックして、下図のよう

にインターフェースの詳細情報を確認することができます。 
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インターフェース情報にはインターフェースタイプ、アプリケーション名、アプリケーショ

ンルール、およびそのインターフェースの関連ビジネスが含まれています。ユーザーは新し

いウィンドウで関連ビジネスを解析することができます。 

ネットワークトポロジーを重ねる 

ユーザーはビジネスロジックチャートにネットワークトポロジーを重ね、ロジックから物理

まで比較を行うことができます。 

「ネットワークトポロジーを重ねる」にチャックを入れることで、ビジネスロジックチャー

トにネットワークトポロジーを重ねることができます。ネットワークトポロジーを重ねる前

に、ネットワークトポロジーを UPMセンターにインポートする必要があります。 

ビジネストランザクションパスを表示 

ビジネスロジックチャートでビジネストランザクションパスを確認することができます。ビ

ジネストランザクションパスを確認することで、ユーザーはこのトランザクションが故障ノ

ードに影響されているかどうかを簡単に分析することができます。 

ユーザーはドロップダウンリストから一つ、複数、または全てのトランザクションパスを表

示したり、すべてのトランザクションパスを隠したりすることができます。 

ショートカット 

ビジネスロジックチャートにおいて、いくつかのショートカットがあります。ビジネストラ

ンザクションパスをクリックして、下図のようなメニューが表示されます。 

  

以下はこのメニューにおける各アイテムについて説明しています。 

 アラームログ:このアイテムをクリックすると、下側にあるアラームリストはこのビ

ジネストランザクションパスと関連しているアラームログだけを表示します。 

 マルチセグメント解析:このビジネストランザクションパスのマルチセグメント解析

ページへ移動します。 

 パケットをダウンロード:関連アプリケーションのパケットをダウンロードするペー

ジへ移動します。パケットファイルフォーマットは.rawpkt または.pcapから選択す
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ることができます。 

 総合指標のクエリ:関連アプリケーションの総合指標のクエリというページへ移動し

ます。 

ネットワークトポロジー 
ネットワークトポロジーは、実際のネットワーク環境におけるビジネスのネットワークトポ

ロジーで、ユーザーによって描かれています。ユーザーはネットワークトポロジーを UPMセ

ンターにインポートし、ビジネスロジックチャートに重ね、比較を行うことができます。 

ネットワークトポロジーページにはインポートボタンと削除ボタンがあります。 

 インポート:ネットワークトポロジーを UPMセンターにインポートします。 

 削除:インポートされたネットワークトポロジーを削除します。ネットワークトポロ

ジーがビジネスロジックチャートに重なっている場合、そのネットワークトポロジ

ーを削除するには、まず「ネットワークトポロジーを重ねる」にチャックを外す必

要があります。 

アプリケーション重要指標 
アプリケーション重要指標パネスには、下図のように選択された時間範囲における各アプリ

ケーションの指標を表示します。 

 



ビジネス解析 

Copyright © 2015 Colasoft LLC. All rights reserved. 28 

アプリケーション重要指標を設定 

UPMセンターはたくさんのアプリケーション指標を提供しますが、デフォルトでアプリケー

ション重要指標パネルには四つの指標だけを表示します。他の指標を表示するには、「設定」

をクリックして、下図のように指標グループダイアログボックスが表示されます。ここで表

示したい指標を四つ選択することができます。 

 

ショートカット 

「アプリケーション重要指標」パネルには、いくつかのショートカットがあります。以下は

そのショートカットについて説明しています。 

 「アプリケーション重要指標」パネルであるアプリケーションをクリックすること

で、アラームリストはそのアプリケーションと関連しているアラームログだけを表

示します。 

 ボタンをクリックして、このアプリケーションの総合指標のクエリページへ移動

します。 

 ボタンをクリックして、このアプリケーションのパケットをダウンロードするペ

ージへ移動します。パケットファイルフォーマットは.rawpkt または.pcap から選択

することができます。 

アラームリスト 
アラームリストはある時間帯における特定のアプリケーションまたは特定のビジネストラン

ザクションパスのアラームログを表示します。その時間帯におけるすべてのアラームログを

表示したい場合、アラームリストの右上にある「フィルタリングをキャンセル」ボタンをク

リックすればよいのです。 

アラームリストはパケットをダウンロードするショートカットを提供します。ユーザーは特

定のアラームと関するパケットをダウンロードし、更なる解析を行うことができます。 
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アラームリストは下図のように表示されます。 

 

マウスをドラッグして、アラームリスト部分の幅を調整することができます。 

アラームを処理 

UPMはアラームを処理する機能を提供します。アラームリストにおける「処理」ボタンをク

リックして、下図のように「アラームを処理」ダイアログボックスが表示されます。 

 

「アラームを処理」ダイアログボックスで、処理状態を設定し、処理ユーザーと処理に対す

る説明を入力します。 

アラームを処理する時、複数のアラームを同時に処理することができます。 

イベントリスト 
イベントリストには、下図のようにユーザーが追加されたトラブルイベントが表示されます。 

 

イベントリストの右側にある「トラブルイベントを追加」ボタンをクリックして、「イベン

トを追加」ページに入ります。ここで、イベントを定義し、追加することができます。 

履歴監視記録 
UPMセンターでは、ユーザーは履歴時間におけるビジネスの運行状態を確認することができ

ます。 
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ビジネス解析ページの上側にある「履歴監視記録」ボタンをクリックして、下図のように履

歴監視記録ページに入ります。 

 

履歴監視記録ページで、ユーザーはアラーム数とアラーム時間などを含め、各ビジネスの履

歴運行状態だけを確認することができます。 

データの自動更新 
ビジネス解析ページはデータの自動更新機能を提供します。この機能を有効にすれば、デー

タは１分ごとに自動的に更新します。この機能を通じて、ユーザーはビジネスの最新データ

を確認することができます。デフォルトでは、この機能が有効にされていません。 

SLA レポートを生成 
UPMセンターは SLAレポートを提供します。SLAレポートはビジネスとビジネスに属してい

るアプリケーションの運行時間、故障時間、無故障時間、故障率および無故障率を統計して

います。 

レポート時間を設定 

ビジネス解析ページの右上にある「SLAレポートを生成」ボタンをクリックして、下図のよ

うに「SLAレポートを設定」ダイアログボックスが表示されます。 

 

ビジネス名というフィールドは現在ビジネスの名前で、ユーザーにより修正することができ

ません。レポート時間はデフォルトで現在選択された時間帯を表示します。レポート時間の

後のテキストボックスをクリックして、下図のように時間範囲選択ダイアログボックスが表

示されます。 
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時間範囲を設定し、「適用」をクリックすることで、ユーザーが設定された時間範囲で SLA

レポートを生成します。 

SLA レポート内容 

レポート時間を設定した後、「OK」をクリックして、下図のように SLAレポートを生成しま

す。 

 

SLAレポートには以下の情報が含まれています。 

 ビジネス名とビジネスに属しているアプリケーション数 

 ビジネスの運行時間、故障時間、無故障時間、故障率、および無故障率 
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 アプリケーションの運行時間、故障時間、無故障時間、故障率、および無故障率 

印刷 

「印刷」ボタンをクリックして、SLAレポートを印刷するプレビューページに入ります。 

保存 

「保存」ボタンをクリックして、SLAレポートを PDF ファイルに保存します。 

送信 

「送信」ボタンをクリックして、下図のように送信設定ダイアログボックスに入ります。 

 

以下のリストは、送信設定ダイアログボックスにおける各アイテムについて説明しています。 

 受信者: SLAレポートの受信者 Eメールアドレスを入力します。複数アドレスの場

合、カンマで区切ってください。 

 件名: SLAレポートの件名を設定します。 

 添付ファイル: SLA レポートの添付ファイルのフォーマットです。今のところ、PDF

フォーマットのみサポートです。 

 頻度: SLAレポートの頻度を設定します。以下の四つの頻度タイプから選択すること

ができます。 

 一回:一回に指定すると、有効期間を設定することができません。同時にこ

の SLAレポートはすぐに送信されます。 

 毎日:毎日に指定すると、この SLAレポートは有効期間内で日に一度送信さ

れます。 

 毎週:毎週に指定すると、この SLAレポートは有効期間内で週に一回送信さ

れます。ユーザーは送信する曜日を指定することができます。 

 毎月:毎月に指定すると、この SLAレポートは有効期間内でつきに一回送信

されます。ユーザーは毎月のどの日に送信することを設定することができま

す。 

 有効期間: SLAレポートを定期送信する有効期間です。１か月から１２か月まで選

択することができます。 

定期送信するレポートを延期、または削除したい場合、UPM設定->SLA レポート送

信をクリックして、設定することができます。 
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ビジネスを設定 
この章では、新規ビジネスを追加、設定する方法について説明しています。 

専門用語 
ビジネスを追加、設定する前に、これに関する専門用語について説明しています。 

 ビジネスロジックチャート 

ビジネスロジックチャートはビジネスにおけるアプリケーション間のロジック関係

を表示します。 

 ノード 

ビジネスロジックチャートの構成要素で、サーバーノード、クライアントノードお

よび中間のノード（サーバーノードであり、クライアントノードでもある）という

３つのタイプがあります。 

 インターフェース 

インターフェースはノードに結び付けられています。アプリケーションインターフ

ェースとクライアントインターフェースという２つのタイプがあります。ノードに

アプリケーションインターフェースだけが設定された場合、このノードはサーバー

ノードです。ノードにアプリケーションインターフェースもクライアントインター

フェースも設定された場合、このノードは中間ノード(サーバーノードであり、クラ

イアントノードでもある)です。ノードにクライアントインターフェースだけが設定

された場合、このノードはクライアントノードです。一つのノードには多くとも１

６のインターフェースしか設定できません。ノードにおけるインターフェースの位

置を設定することもできます。 

 アプリケーション 

アプリケーションはビジネスを構成する基本要素です。一つのビジネスは、一つま

たは複数のアプリケーションから構成されています。一つのアプリケーションは一

つのアプリケーションインターフェースと対応しています。アプリケーションを追

加するのは、ノードにアプリケーションインターフェースを追加することです。 

 メインプローブ 

メインプローブはアプリケーションに関するデータを統計し、アップロードします。

一つのアプリケーションには、一つのメインプローブを指定する必要があります。 

 スナップショット 

スナップショットはビジネスロジックチャートの利用可能なコピーです。スナップ

ショットをインポートとエクスポートすることができます。 

 アプリケーション通信パス 

アプリケーションサーバーとクライアントの間の通信パスです。アプリケーション

通信パスには、プローブ、ファイアウォール、ルータ、スイッチなどのネットワー

クデバイスがあります。 
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 ビジネストランザクションパス 

一つのビジネスには複数のタイプのトランザクションがあります。ビジネストラン

ザクションパスは、ビジネスにおけるトランザクションが通過するサーバーとクラ

イアントを表します。一つのトランザクションパスは一つまたは複数のアプリケー

ションを通過する可能性があります。 

ビジネスを定義 
ビジネスを定義するページでは、下図のようにビジネスの基本的な情報を設定することがで

きます。 

 

ビジネスには以下の基本的な情報が含まれています。 

 名前:ビジネスの名前を設定します。ビジネスの名前は既存のビジネス名と重複する

ことができません。 

 運用保守レベル:ビジネスの運用保守レベルを選択します。低 (★)、中 (★★)、高

(★★★)から選択することができます。 

 説明:ビジネスに関する説明、または備考情報を設定します。 

 ビジネスグループ:ビジネスが属するビジネスグループを指定します。ビジネスグル

ープを指定しない場合、「すべてのグループ」にグループ分けされます。 

基本情報を設定した後、「次へ」をクリックすることで、ビジネスロジックチャートを設定

するページに入ります。 

ビジネスロジックチャート 

ビジネスロジックチャートは下図のように表示されます。 
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ノードタイプ 

ビジネスロジックチャートを設定するページにはサーバーノードとクライアントノードとい

う２つのノードタイプがあります。一つのノードにＭａｘ１６個のインターフェースを設定

できます。 

サーバー 

サーバーノードに５つのタイプのインターフェースを追加することができます。その中の一

つはアプリケーションインターフェースである必要があります。アプリケーションインター

フェースを追加する場合、アプリケーションのためにメインプローブを選択する必要があり

ます。 

 通常アプリケーションサーバーインターフェース 

通常のアプリケーションインターフェースで、ユーザーはドロップダウンリストから

追加された通常アプリケーションを選択し、または新しいアプリケーションを追加す

ることができます。 

 ロング接続アプリケーションサーバーインターフェース 

ロング接続のアプリケーションインターフェースで、ユーザーはドロップダウンリス

トから追加されたロング接続アプリケーションを選択し、または新しいアプリケーシ

ョンを追加することができます。 

  二重非同期ロング接続アプリケーション 

二重非同期ロング接続アプリケーションのインターフェースで、ユーザーはドロッ

プダウンリストから追加された二重非同期ロング接続アプリケーションを選択し、

または新しいアプリケーションを追加することができます。 

 単一クライアントインターフェース 

クライアントが単一 IPアドレスであることを表します。複数 IPアドレスの場合、

カンマで区切ってください。 

 追加されたクライアントインターフェース 

クライアントが追加された IPドレスであることを表します。追加されたクライアン

トはアプリケーションを整理する時、またはアプリケーション管理ページでアプリ

ケーションを追加する時に追加された可能性があります。 

クラインと 

クライアントノードに４つのタイプのインターフェースを追加することができます。 

 単一クライアントインターフェース 

クライアントが単一 IPアドレスであることを表します。複数 IPアドレスの場合、

カンマで区切ってください。 

 セグメントクライアントインターフェース 

クライアントがセグメントであることを表します。ドロップダウンリストから既存

のセグメントを選択したり、新しいセグメントを追加したりすることができます。 
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 すべてのクライアント 

クライアントがすべての IPアドレスであることを表します。ユーザーは IPアドレ

スを設定する必要がありません。ノードにおけるインターフェースの位置を選択す

ればよいのです。 

 追加されたクライアントインターフェース 

クライアントが追加された IPドレスであることを表します。追加されたクライアン

トはアプリケーションを整理する時、またはアプリケーション管理ページでアプリ

ケーションを追加する時に追加された可能性があります。 

ビジネスロジックチャートを設定 

以下のステップに従い、ビジネスロジックチャートを設定します。 

1. サーバーノードを追加します。 

i. サーバーノードを選択し、描画エリアにドラッグすることで、下図のように

ノードを設定するダイアログボックスが表示されます。 

 

ii. ノード名とノード説明を入力します。 

iii. サーバーノードのアイコンを選択します。 

2. アプリケーションを設定します。 
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i. ドロップダウンリストから既存のアプリケーションを選択したり、新しいア

プリケーションを追加したりします。新しいアプリケーションを追加する方

法については、「UPM設定｣における｢アプリケーション管理｣部分をご参照く

ださい。 

ii. アプリケーションのメインプローブを設定します。 

iii. ドロップダウンリストから追加されたプローブを選択することができます。

ドロップダウンリストにはプローブがない場合、「プローブ管理｣ページで

プローブを追加する必要があります。 

iv. アプリケーションの関連ビジネスを設定します。ドロップダウンリストから

関連ビジネスを選択することができます。 

v. ノードにおけるインターフェースの位置を設定します。必要に応じて、デフ

ォルトの位置を変更することができます。 

3. クライアントノードを追加します。 

i. クライアントノードを選択し、描画エリアにドラッグすることで、下図のよ

うにノードを設定するダイアログボックスが表示されます。 

 

ii. ノード名とノード説明を入力します。 

iii. クライアントノードのアイコンを選択します。 

iv. クライアントのタイプを選択します。単一クライアント、セグメントクライ

アント、すべてのクライアント、追加されたクライアントから選択すること

ができます。セグメントクライアントを例にします。 

v. ドロップダウンリストから既存のセグメントを選択したり、新しいセグメン

ト追加したりすることができます。新しいセグメントを追加する方法につい

て、「UPM 設定｣における｢ネットワークセグメント管理｣をご参照ください。 

vi. 関連のビジネスを選択して、ノードにおけるこのクライアントインターフェ

ースの位置を設定します。 

4. アプリケーション通信パスを追加します。 

i. アプリケーションインターフェースとクライアントインターフェースを接続
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して、下図のように通信パスを設定するダイアログボックスが表示されます。 

 

ii. プローブとネットワークデバイスを追加します。ネットワークデバイスを追

加する場合、ドロップダウンリストから追加されたネットワークデバイスを

選択したり、新しいネットワークデバイスを追加したりすることができます。

新しいネットワークデバイスを追加するダイアログボックスは下図のように

表示されます。 

 

5. 設定済みのビジネスロジックチャートは下図のように表示されます。 

 

ビジネスロジックチャートを設定した後、「次へ」をクリックして、ビジネストランザクシ

ョンパスを設定するページに入ります。 
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ビジネストランザクションパス 
トランザクションパスを設定するページで、「ビジネストランザクションパスを追加｣ボタ

ンをクリックして、下図のように設定インターフェースに入ります。 

 

以下のステップに従い、ビジネストランザクションパスを追加します。 

1. トランザクションの名前、色、線幅、スタイルを指定します。トランザクション名

は唯一である必要があります。 

2. 「トランザクション設定｣ボタンをクリックして、下図のようにトランザクションを

設定するダイアログボックスが表示されます。 

 
3. トランザクション名とトランザクションコードを設定します。一つのビジネスには、

トランザクション名とトランザクションコードは重複することができません。 

4. ビジネスロジックチャートでトランザクションが通過するサーバーノードとクライ

アントノードを順番にクリックします。システムはクリックされた順番により、サ

ーバーノードとクライアントノードをトランザクションパスとして接続します。設

定済みのビジネストランザクションパスは下図のように表示されます。 

 

5. ｢追加｣をクリックして、ビジネストランザクションパスの追加を完了します。ビジ
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ネストランザクションパスリストには、下図のようにこのビジネスに追加されたす

べてのトランザクションパスが表示されます。 

 

｢表示｣カラムにチェックを入れることで、ビジネスロジックチャートでこのトラン

ザクションパスを確認することができます。｢操作｣カラムにおけるボタンをクリッ

クすることで、追加されたトランザクションパスを修正したり、削除したりするこ

とができます。 

ビジネストランザクションパスの設定を完了した後、｢次へ｣をクリックして、アラーム設定

ページに入ります。 

アラームを設定 
アラームを設定するページでは、下図のようにアプリケーションに関するアラームを設定す

ることができます。 

 

アラームを追加 

｢アラームテンプレートを選択｣ボタンをクリックして、アラームテンプレートを選択するダ

イアログボックスが表示されます。ユーザーは左側で選択されたアプリケーションまたはク

ライアントインターフェースのためにアラームテンプレートを選択することができます。ア

ラームテンプレートは事前定義のアラームページで事前に追加されたものです。 

｢アラームを追加｣ボタンをクリックして、アラームを追加するダイアログボックスが表示さ

れます。追加できるアラームタイプは左側での選択によって違います。 

 アプリケーションインターフェースを選択した場合、アプリケーション監視アラー

ム、単一サーバーアラーム、および任意サーバーアラームを追加することができま

す。 

 単一クライアントインターフェースを選択した場合、単一クライアントアラームを

追加することができます。 

 セグメントクライアントインターフェースを選択した場合、セグメントクライアン

トアラームを追加することができます。 

 すべてのクライアントタイプのインターフェースを選択した場合、任意クライアン

トアラームを追加することができます。 

 クライアントノードを選択した場合、単一クライアントアラーム、セグメントクラ

イアントアラーム、および任意クライアントアラームを追加することができます。 
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アラームの設定が終わったら、｢完了｣ボタンをクリックして、ビジネスの追加を完了します。

ユーザーは指定されたビジネスグループでそのビジネスを確認することができます。ビジネ

スグループを指定していない場合、｢すべてのグループ｣で、そのビジネスを確認することが

できます。 

アラーム評価 

アラームトリガー条件をより正確に設定するために、アラーム評価は、ユーザーが設定され

たアラーム条件に基づいて、アラームのトリガー状況を模倣します。 

アラーム評価ダイアログボックスに入るには、二つの方法があります。 

 アラームを追加するダイアログボックスで、アラーム条件を設定した後、左下にあ

る｢評価｣ボタンをクリックします。 

 アラームリストで ボタンをクリックします。 

アラーム評価ダイアログボックスは下図のように表示されます。 

 

以下のステップに従い、アラームを評価します。 

1. 評価する時間を設定します。最大時間範囲は７日間です。 

2. プローブを選択します。 

3. 評価する IPアドレスを選択、あるいは入力します。アラームタイプが単一クライアン

トアラーム、単一サーバーアラーム、およびセグメントアラームの場合、アラーム評価

ダイアログボックスでは IPアドレスまたは背具面情報を入力する必要がありません。 

4. アラームのパラメータ条件を設定します。 

5. ｢評価を開始｣ボタンをクリックすることで、評価結果が下の部分に表示されます。 

6. 評価結果を確認した後、設定されたアラームパラメータ条件が適切である場合、｢パラ

メータを適用｣ボタンをクリックして、パラメータ条件をアラームに適用します。アラ
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ームパラメータ条件が適切でない場合、パラメータ条件を修正し、もう一度評価するこ

とができます。 
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マルチセグメント解析 
本章はアプリケーションのマルチセグメント解析を紹介します。異なるプローブにおける同

じアプリケーションのデータを比較することで、アプリケーションのセグメントロス、再送

信などの問題を発見し、異なるプローブにおけるアプリケーションの遅延を解析することが

できます。 

ビジネス解析ページで、ビジネスロジックチャートにおける接続ラインをクリックし、ポッ

プアップされたメニューで｢マルチセグメント解析｣をクリックして、マルチセグメント解析

ページに入ります。 

マルチセグメント解析設定 
マルチセグメント解析を行う前に、時間範囲を設定し、アプリケーションパスを指定し、解

析指標を設定する必要があります。 

時間範囲を設定 

マルチセグメント解析を行う前に、解析の時間範囲を設定する必要があります。マルチセグ

メント解析を行うとき、最小解析目盛りは 1分間で、最大解析目盛りは 24時間です。 

アプリケーションパスを指定 

マルチセグメント解析を行うとき、一回には一つのアプリケーションパスしか解析できませ

ん。アプリケーションに複数のアプリケーションパスが設定された場合、つまり複数のクラ

イアントノードが設定された場合、マルチセグメント解析を行うクライアントノードを選択

する必要があります。 

アプリケーションに一つのクライアントノードだけ設定された場合、システムは自動的にそ

のクライアントノードを選択します。 
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解析指標を設定 

UPM は 90 近くの解析指標を提供します。指標比較リストから解析したい指標を選択します。 

ユーザーは指標をグループ分けすることで、マルチセグメント解析するとき、関心のある指

標グループを選択し、そのグループ内の指標に対して、解析することができます。 

右上にある｢指標をグループ分け」ボタンをクリックして、下図のように指標をグループ分

けするダイアログボックスが表示されます。 

 

指標の値が二つのプローブにおける偏差値が設定された閾値を超える場合、この指標はハイ

ライト表示されます。デフォルトの閾値は 10%です。 

データの自動更新 

マルチセグメント解析ページはデータの自動更新機能を提供します。この機能を有効にすれ

ば、データは１分ごとに自動的に更新します。この機能を通じて、ユーザーはアプリケーシ

ョンパスの最新データを確認することができます。デフォルトでは、この機能が有効にされ

ていません。 

マルチセグメント解析結果 
マルチセグメント解析設定が終わったら、下図のようにマルチセグメント解析結果が表示さ

れます。 
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アプリケーション通信パス 

アプリケーション通信パスはクライアントとサーバーの間のネットワークデバイスと、ネッ

トワークデバイス間の関係を表示します。ネットワークデバイスには、プローブ、スイッチ、

ルータ、ファイアウォールなどがあります。アプリケーション通信パスは、ユーザーがビジ

ネスを追加するときに作成されたものです。 

指標比較 

指標比較リストは異なるプローブにおける各指標の値を表示します。異なるプローブにおけ

る指標の値を比較することで、どこでパケットロスが発生したか、どこでネットワーク遅延

が発生したかなど、ネットワーク問題の特定に役立ちます。二つのプローブにおける指標の

偏差値が設定された閾値を超える場合、この指標はハイライト表示されます。 

ユーザーは一つまたは複数の指標グループを選択し、表示することができます。 

 ボタンをクリックして、偏差範囲を設定するダイアログボックスが表示されま

す。ユーザーは各指標のために偏差範囲を設定することができます。二つのプロー

ブにおける指標の偏差値が設定された閾値を超える場合、この指標はハイライト表

示されます。 

 ボタンをクリックして、総合指標のクエリページに入ります。 

 ボタンをクリックして、指標選択をリセットします。 

 ボタンをクリックして、パケットをダウンロードするページに移動し、このア

プリケーションパスに関するパケットをダウンロードします。 

 をクリックして、比較チャートを折りたたみ、指標トレンドチャートの幅を大

きくします。 

指標トレンドチャート 

指標比較リストから指標を選択した場合、UPMは自動的に選択した指標のトレンドチャート

を生成します。 

指標を一つ選択した場合、指標トレンドチャートで異なるプローブにおけるこの指標の値を

比較することができます。二つ、または二つ以上の指標を選択した場合、同じプローブにお

ける各指標の値を比較することができます。 

指標トレンドチャートはエクスポート機能を提供しています。トレンドチャートは PNG、 

JPG、 PDF、 SVG および CSVフォーマットのファイルにエクスポートすることができます。 
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総合指標のクエリ 
本章はアプリケーション監視指標のクエリ、アプリケーションに関するサーバー指標のクエ

リ、指標間の比較クエリ、および指標のグラフィカル表示について説明します。 

総合指標のクエリページに入るには、いくつかのショートカットがあります。 

 ビジネスの集中監視ページであるビジネスを選択し、ポップアップされたメニュー

で｢クエリ｣をクリックすることで、総合指標のクエリページに入ります。 

 ビジネス解析ページにおけるビジネスロジックチャートの上にある｢総合指標のク

エリ｣ボタンをクリックすることで、総合指標のクエリページに入ります。 

 ビジネス解析ページで、アプリケーション重要指標の右上にある ボタンをクリ

ックすることで、総合指標のクエリページに入ります。 

 ビジネス解析ページで、ビジネスロジックチャートの接続ラインをクリックし、ポ

ップアップされたメニューで｢総合指標のクエリ｣をクリックすることで総合指標の

クエリページに入ります。 

 マルチセグメント解析ページで指標比較リストにおける ボタンをクリックする

ことで、総合指標のクエリページに入ります。 

時間を選択 

他のページから総合指標のクエリページに入るとき、入る前のページにおける時間、ビジネ

ス、およびアプリケーションなどの条件も一緒に移動されます。その中で時間を変更するこ

とができます。総合指標のクエリページは時間を選択する方法を二つ提供します。 

 システムが提供された時間オプションから選択します。時間範囲テキストボックス

をクリックして、ポップアップされたダイアログボックスの真ん中におけるドロッ

プダウンリストで過去 1 時間、今日、昨日、先週、先月およびカスタマイズから時

間を選択します。カスタマイズを選択した場合、上のカレンダで時間を指定するこ

とができます。最小指定時間は 1 日で、最大指定時間は 30 日です。時間を選択し

た後、マウスをタイムスライスに移動して、 または ボタンをクリックして、タ

イムスライスを拡大したり、縮小したりすることができます。 

 特定の時間範囲を設定します。時間範囲テキストボックスをクリックして、ポップ

アップされたダイアログボックスで、「時間範囲を選択｣にチャックを入れて、手

動で開始時間と終了時間を入力します。特定の時間範囲を設定する場合、総合指標

のエリアページはタイムスライス情報を表示しません。 

指標をクエリ 

総合指標のクエリページはビジネス、アプリケーション、サーバーなどの指標の履歴データ

を比較解析する機能を提供します。ユーザーはクエリ結果に基づいて、各指標の今後の傾向

を解析し、アラームの閾値を設定することができます。 
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指標グループ 

UPMは 90近くの指標を提供します。指標のチェックを簡単にするために、UPMはデフォルト

で下図のようにすべての指標をいくつかのグループにグループ分けしています。 

指標グループ 含まれる指標 

トラフィック統

計 

パケット数、アップリンクパケット数、ダウンリンクパケット数、

バイト数、アップリンクバイト数、ダウンリンクバイト数、Bps、

pps、アラーム数 

転送パフォーマ

ンス統計 

パケット数(ペイロード)、アップリンクパケット数(ペイロード)、

ダウンリンクパケット数(ペイロード)、バイト数(ペイロード)、ア

ップリンクバイト数(ペイロード)、ダウンリンクバイト数(ペイロー

ド)、セグメントロス率、アップリンクセグメントロス率、ダウンリ

ンクセグメントロス率、再送信率、アップリンク再送信率、ダウン

リンク再送信率、転送効率、アップリンク転送効率、ダウンリンク

転送効率 

TCP統計 TCP SYN パケット、TCP SYN ACK パケット、TCP RST パケット、アッ

プリンク TCP RST パケット、ダウンリンク TCP RST パケット、TCP 

再送信パケット、アップリンク TCP 再送信パケット、ダウンリンク

TCP 再送信パケット、TCP セグメントロスパケット、アップリンク

TCP セグメントロスパケット、ダウンリンク TCP セグメントロスパ

ケット、TCP 重複 ACK パケット、アップリンク TCP 重複 ACK パケッ

ト、ダウンリンク TCP 重複 ACK パケット、TCP FIN パケット、アッ

プリンク TCP FIN パケット、ダウンリンク TCP FIN パケット、合計

TCP レスポンス時間、TCP トランザクション数、TCP リクエスト数、

TCP レスポンス数、クライアント TCP ウィンドウサイズが 0 の回

数、クライアント TCP ウィンドウサイズ、クライアント TCP パケッ

ト数、クライアント TCP ウィンドウ平均サイズ、サーバー平均レス

ポンス遅延、サーバーTCP ウィンドウサイズ、サーバーTCP パケット

数、サーバーTCP ウィンドウ平均サイズ、最小 TCP ウィンドウサイ

ズ、接続リクエストのリセット回数、接続リクエストの無応答回数 

セッション統計 アクティブなセッション数、作成したセッション数、閉じたセッシ

ョン数 

3 ウェイハンド

シェイク統計 

3 ウェイハンドシェイク回数、合計 3 ウェイハンドシェイク時間、

最大 3 ウェイハンドシェイク時間、最小 3 ウェイハンドシェイク時

間、平均 3 ウェイハンドシェイク時間、合計クライアント 3 ウェイ

ハンドシェイク RTT、最大クライアント 3 ウェイハンドシェイク

RTT、最小クライアント 3 ウェイハンドシェイク RTT、平均クライア

ント 3 ウェイハンドシェイク RTT、合計サーバー3 ウェイハンドシェ

イク RTT、最大サーバー3 ウェイハンドシェイク RTT、最小サーバー

3 ウェイハンドシェイク RTT、平均サーバー3 ウェイハンドシェイク

RTT 

ネットワーク遅

延統計 

最大レスポンス時間、最小レスポンス時間、平均レスポンス時間、

合計クライアント ACK 遅延、クライアント ACK 遅延回数、最大クラ

イアント ACK 遅延、最小クライアント ACK 遅延、平均クライアント

ACK 遅延、合計サーバーACK 遅延、サーバーACK 遅延回数、最大サー

バーACK 遅延、最小サーバーACK 遅延、平均サーバーACK 遅延、合計

クライアントアイドル時間、クライアントアイドル回数、最大クラ

イアントアイドル時間、最小クライアントアイドル時間、平均クラ
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イアントアイドル時間 

 

｢指標をグループ分け｣ボタンをクリックして、下図のように指標をグループ分けするダイア

ログボックスが表示されます。ユーザーは指標グループを新規追加したり、UPM が提供され

たグループを修正したりすることができます。 

 

 

ボタンをクリックして、グループを追加するダイアログボックスが表示されます。ダイ

アログボックスでグループ名を入力して、｢OK｣をクリックすることで、グループ名の追加を

完了します。そして右側のリストで指標(複数選択をサポートする)を選択し、 をク

リックすることで、選択された指標を新しいグループに追加することができます。 

ボタンをクリックして、ユーザーが定義されたすべてのグループが削除され、指標グル

ープがデフォルト状態となります。 

リスト表示 

指標のクエリ結果について、リスト表示とツリー表示という二つの表示方法があります。デ

フォルトではツリー表示で、 ボタンを通じて、切り替えることができます。 

リスト表示する場合、リストでビジネスと関連するサーバーのパフォーマンスパラメータが

表示されます。ユーザーは異なるプローブにおけるサーバーのパフォーマンスパラメータを

確認することができます。そして、下図のようにパフォーマンスパラメータによって、並べ

替えることができます。 
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ユーザーはリストで二つの記録を選択し、パラメータを比較することができます。その場合、

チャートエリアはユーザーが選択された指標のトレンドチャートを表示します。 

ツリー表示 

ツリー表示する場合、アプリケーションを視角にして、すべてのアプリケーションのパフォ

ーマンスパラメータを表示します。アプリケーションを展開して、このアプリケーションに

属する各プローブのパフォーマンスパラメータが表示されます。さらにプローブを展開して、

下図のように各プローブに属するサーバーのパフォーマンスパラメータを確認することがで

きます。 

 

 

ツリー表示する場合、同じレベルの記録(つまりアプリケーションとアプリケーションの比

較、プローブとプローブの比較、サーバーとサーバーの比較)を二つ選択して、パラメータ

を比較することができます。チャートエリアはユーザーが選択された指標のトレンドチャー

トを表示します。 

指標チャート 

UPMはデフォルトのチャートグループを提供します。デフォルトのチャートグループは下図

のように表示されます。 

 

 

チャートグループを追加 

一つのチャートグループには、一つまたは複数のチャートが含まれています。｢チャートグ

ループを追加｣ボタンをクリックして、下図のようにチャートグループを追加するダイアロ

グボックスが表示されます。チャートグループの名前とレイアウトを設定します。 
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ユーザーは新規追加されたチャートグループをデフォルトのチャートグループに設定するこ

とができます。デフォルトのチャートグループは削除できません。｢チャートグループをリ

セット｣ボタンをクリックして、デフォルトのチャートグループを除いて、ユーザー定義さ

れたすべてのチャートグループが削除されます。 

チャートを追加 

｢チャートを追加｣ボタンをクリックして、下図のようにチャートを追加するダイアログボッ

クスが表示されます。 

 

 

チャート名を入力し、チャートで表示される指標を選択し、各指標のためにチャートタイプ

を指定します。UPMはスタックグラフ、面グラフ、棒グラフ、折れ線グラフという四つのタ

イプをサポートします。ユーザーは、｢チャート指標をリセット｣ボタンをクリックして、す

でに選択された指標を迅速にクリアすることができます。 

チャート利用について 

指標チャートは下図のように表示されます。 
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ユーザーは、チャートの右上にあるボタンを通じて、チャートを操作することができます。 

ボタンをクリックして、パケットをダウンロードするページに移動します。 

ボタンをクリックして、時間を 30秒/30分/12時間前へ移動します。移動される時間は

現在ページの時間メモリと関係しています。 

ボタンをクリックして、時間を 30秒/30分/12時間後へ移動します。移動される時間は

現在ページの時間メモリと関係しています。 

ボタンをクリックして、チャートで表示する指標とチャートタイプを修正します。 

 ボタンをクリックして、チャートを最大化にします。 

ボタンをクリックして、チャートを削除します。 

ボタンをクリックして、PNG、 JPG、 PDF、 SVG および CSVフォーマットのファイルに

エクスポートします。 

チャートである部分を選択して、その部分に対して解析することができます。｢戻す｣ボタン

をクリックして、チャートを選択前の状態に戻します。 

特定時間帯のデータをクエリ 

総合指標のクエリページには、｢ワーキング時間内のデータだけをクエリ｣チャックボックス

があります。このチェックボックスにチェックを入れると、選択された時間範囲において、

ワーキング時間内のデータだけをクエリします。チェックを入れていない場合、選択された

時間範囲内のすべてのデータをクエリします。 

データの自動更新 

総合指標のクエリページはデータの自動更新機能を提供します。この機能を有効にすれば、

データは１分ごとに自動的に更新します。この機能を通じて、ユーザーは選択されたビジネ

スの最新データを確認することができます。デフォルトでは、この機能が有効にされていま

せん。 
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パケットをダウンロード 
Colasoft UPMはパケットをダウンロードする機能を提供します。パケットをダウンロード

するページは下図のように表示されます。 

 

パケットをダウンロードするには、 

1. 「時間範囲｣テキストボックスをクリックして、時間を指定します。 

2. パケットをダウンロードするアプリケーションを選択します。 

3. ファイルフォーマットを指定します。.rawpkt と .pcap から選択することができま

す。 

4. アプリケーションのクライアントを選択します。ユーザーはあるクライアントのパ

ケットだけをダウンロードすることができますが、すべてのクライアントのパケッ

トをダウンロードすることもできます。デフォルトではすべてのクライアントのパ

ケットをダウンロードします。 

5. プローブを指定します。ユーザーはあるプローブのパケットだけをダウンロードす

ることができますが、すべてのプローブのパケットをダウンロードすることもでき

ます。デフォルトではすべてのプローブのパケットをダウンロードします。 

6. ｢ダウンロード｣をクリックして、パケットのダウンロードを始めます。 
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SLA レポート 
本章は SLAレポートテンプレートと SLAレポートの定期送信について紹介します。 

SLA レポートテンプレート 
SLAレポートには、以下の情報が含まれています。 

 ビジネス名とビジネスに属するアプリケーション数 

 ビジネスの運行時間、故障時間、無故障時間、故障率、および無故障率 

 アプリケーションの運行時間、故障時間、無故障時間、故障率、および無故 

SLA レポートの定期送信 
SLAレポートの右上にある｢送信」ボタンをクリックして、下図のように SLAレポートの送

信を設定するページに入ります。 

 

ユーザーはすぐ送信に設定することもできますが、定期送信に設定することもできます。以

下は設定ページにおける各オプションについて説明しています。 

 受信者: SLAレポートの受信者 Eメールアドレスを入力します。複数アドレスの場

合、カンマで区切ってください。 

 件名: SLAレポートの件名を設定します。 

 添付ファイル: SLA レポートの添付ファイルのフォーマットです。今のところ、PDF

フォーマットしかサポートしていません。 

 頻度: SLAレポートの頻度を設定します。以下の四つの頻度タイプから選択すること

ができます。 

 一回:一回に指定すると、有効期間を設定することができません。同時にこ

の SLAレポートはすぐに送信されます。 

 毎日:毎日に指定すると、この SLAレポートは有効期間内で日に一度送信さ

れます。 

 毎週:毎週に指定すると、この SLAレポートは有効期間内で週に一回送信さ

れます。ユーザーは送信する曜日を指定することができます。 
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 毎月:毎月に指定すると、この SLAレポートは有効期間内でつきに一回送信

されます。ユーザーは毎月のどの日に送信することを設定することができま

す。 

 有効期間: SLAレポートを定期送信する有効期間です。１か月から１２か月まで選

択することができます。 
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UPM 設定 
本章は、アプリケーション管理、nChronosサーバー管理、プローブ管理、事前定義のアラ

ーム、ネットワークセグメント管理、イベント管理、SLAレポート送信、ユーザーアカウン

トなどを含め、UPMの設定について紹介します。 

アプリケーション管理 

アプリケーション管理ページでは、アプリケーションを追加、修正、削除することができま

す。 

アプリケーションリストには、インテリジェンスアプリケーション整理を行うとき追加され

たアプリケーションとアプリケーション管理ページで追加されたアプリケーションが含まれ

ています。ユーザーは必要に応じて、各ページで表示するアプリケーション数を設定し、特

定のアプリケーションを検索したり、アプリケーションリストにおけるフィールドでアプリ

ケーションを並べ替えたりすることができます。 

｢追加｣ボタンをクリックして、下図のようにアプリケーションを追加するダイアログボック

スが表示されます。 

 
 

アプリケーションは通常接続、ロング接続、および二重非同期ロング接続という三つのタイ

プがあります。一つのアプリケーションには複数のアプリケーションルールを追加すること

ができます。 

通常接続アプリケーションを追加 

通常接続アプリケーションを追加するダイアログボックスは下図のように表示されます。 



 UPM設定 

Copyright © 2015 Colasoft LLC. All rights reserved. 56 

 

 

ボタンをクリックして、下図のようにアプリケーションルールを追加するダイアログボ

ックスが表示されます。 

 

 

通常接続アプリケーションでは、クライアントはオプショナル設定です。アプリケーション

ルールは IPペアに設定することもできますが、単にサーバー側の IPアドレス＋ポートだけ

を設定することもできます。 

ロング接続アプリケーションを追加 

ロング接続アプリケーションを追加するダイアログボックスは、通常接続アプリケーション

を追加するダイアログボックスと同じです。 
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二重非同期ロング接続アプリケーションを追加 

二重非同期ロング接続アプリケーションを追加するダイアログボックスは下図のように表示

されます。 

 
 

二重非同期ロング接続アプリケーションに対して、アップリンクとダウンリンクペイロード

パケットのアラームを設定することができます。アップリンクとダウンリンクペイロードパ

ケットの比率が設定された範囲外である場合、アラームがトリガーされます。 

ボタンをクリックして、下図のようにアプリケーションルールを追加するダイアログボ

ックスが表示されます。 
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二重非同期ロング接続アプリケーションのルールは、IPペアに設定する必要があります。

そして、ポートタイプは TCPにする必要があります。 

アプリケーションレスポンス時間を設定 

アプリケーションを設定するとき、アプリケーションのレスポンス時間を設定することがで

きます。アプリケーションレスポンス時間は、良い、普通、悪い、非常に悪いという四つの

レベルに分けています。アプリケーションにおけるある TCPセッションのレスポンス時間が

｢非常に悪い｣場合、一回のレスポンスタイムアウトとされます。 

ユーザーはレスポンス時間が｢良い｣場合の値だけを設定する必要があります。システムは自

動的に｢普通｣、｢悪い｣、｢非常に悪い」時のレスポンス時間を計算します。ユーザーは必要

に応じて、｢普通｣、｢悪い｣、｢非常に悪い」時のレスポンス時間を調整することもできます。 

nChronos サーバー管理 
nChronosサーバーはデータをキャプチャー、解析、統計し、そして定期的に UPMセンター

にデータをアップロードします。そして、UPMセンターは異なるネットワーク位置に配置さ

れた 一つまたは複数の nChronos サーバーを集中的に管理します。従って、UPMセンターを

利用する前に、nChronos サーバーを追加する必要があります。nChronos サーバーを追加し

た後、UPMセンターと nChronos サーバーとのデータのインタラクションが実現されること

ができます。 

UPMセンターでは、下図のように nChronosサーバーのアカウント情報と状態情報を確認す

ることができます。 
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nChronosサーバーアカウントを追加 

初めて UPMを利用する場合、実際のネットワーク状況によって nChronosサーバーを追加す

る必要があります。nChronos サーバーで追加されたアカウント情報を使って、UPMセンター

に接続します。 

nChronosサーバーアカウントを追加するには、「nChronos サーバーアカウントを追加｣ボタ

ンをクリックして、下図のように nChronosサーバーアカウントを追加するダイアログボッ

クスが表示されます。 

 

nChronosサーバー情報を表示 

ユーザーは nChronosサーバーリストで、nChronosサーバー状態、リンクプローブ、および

インタラクティブログなどの情報を含め、追加された各 nChronosサーバーの詳細情報を確

認することができます。 

｢表示｣をクリックして、下図のように nChronosサーバー情報ページに入ります。 

 

プローブ管理 
UPMセンターでは、一つのプローブは一つのキャプチャーサイトを表します。プローブと

nChronosサーバーのネットワークリンクとは一々対応しています。nChronosサーバーのネ

ットワークリンクを監視するには、このリンクをプローブとしてマッピングする必要があり

ます。 
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追加されたプローブのリストは以下のように表示されます。 

 

プローブを追加 

｢プローブを追加｣ボタンをクリックして、下図のようにプローブを追加するダイアログボッ

クスが表示されます。 

 

プローブを追加するとき、選択可能なマッピングリンクがない場合、マッピングリンクを設

定しなくても良いです。プローブの追加が完了した後、｢プローブを修正｣ボタンをクリック

して、もう一度マッピングリンクを設定することができます。 

一つのネットワークリンクは一つのプローブにだけマッピングされることができ

ます。 
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事前定義のアラーム 
UPMセンターは事前定義のアラームテンプレート機能を提供します。ビジネスアラームを作

成するとき、ユーザーは作成済みのアラームテンプレートから直接選択することができます。

UPMアラームには、アプリケーション監視アラーム、セグメントクライアントアラーム、任

意クライアントアラーム、単一クライアントアラームという四つのタイプのアラームがあり

ます。各アラームタイプに複数のテンプレートを作成することができます。 

事前定義のアラームページは下図のように表示されます。 

 

アラームテンプレート 

アラームテンプレートを追加 

以下のステップに従い、アラームテンプレートを追加します。 

1. テンプレートを追加する必要があるアラーム(例えば、アプリケーション監視アラー

ム)を選択し、 ボタンをクリックすることで、下図のようにテンプレートを追加

するダイアログボックスが表示されます。 

 
2. テンプレートの名前と説明情報を入力します。 

3. テンプレートに含まれるアラームを選択します。これはオプショナル設定です。ア

ラームを選択していない場合、追加されたテンプレートにはアラームがありません。

ユーザーはアラームテンプレートの追加に成功した後、｢アラームを追加｣ボタンを

クリックして、このテンプレートのためにアラームを追加することができます。 

4. ｢OK｣をクリックして、アラームテンプレートの追加を完了します。 

アラームテンプレートのインポートとエクスポート 

UPMセンターでは、アラームテンプレートをインポートまたはエクスポートすることができ

ます。管理者だけテンプレートのインポートとエクスポートを行うことができることに注意

してください。 
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 ボタンをクリックして、テンプレートファイルを選択するダイアログボックス

が表示されます。インポートしたいファイルを選択して、UPM センターにインポー

トします。 

 ボタンをクリックして、アラームテンプレートを.csu ファイルにエクスポート

します。 

アラームを追加 

｢アプリケーション監視アラーム｣を選択し、｢アラームを追加｣ボタンをクリックすることで、

下図のようにアプリケーション監視アラームを追加するダイアログボックスが表示されます。 
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アラーム定義 

アラーム定義でアラームの基本的な情報を設定します。 

 名前:アラームの名前は既存のものと重複することができません。ビジネスのアプリ

ケーションを定義する際にアラームテンプレートを有効にする場合、アプリケーシ

ョン名は自動的に接頭辞としてアラーム名に追加されます。 

 説明:アラームの影響、引き起こす可能性があるトラブルなどの説明情報を入力しま

す。 

 タイプ:現在追加されたアラームのタイプを表示します。 

 レベル:アラームのレベルを低、中、高から選択します。 

 カテゴリ:アラームのカテゴリで、ユーザーはカスタマイズすることができます。 

 作成者:アラームを作成する人の名前を入力します。 

アラーム条件 

アラーム条件で、アラームの有効時間、持続時間、およびパラメータ条件を設定することが

できます。 

 有効時間:アラームの有効時間を設定します。デフォルトでは「すべての時間｣とな

ります。｢時間を指定｣にチェックを入れると、時間を選択するダイアログボックス

が表示されます。ユーザーは必要に応じてアラームの有効時間を指定することがで

きます。 

 持続時間: 1秒、10 秒、60秒からアラームの持続時間を選択します。 

 パラメータ条件: 「And」または「Or｣をクリックして、アラームのトリガー条件を

設定します。 

アラーム送信 

アラーム送信で、アラームがトリガーされた後メールボックスまたは SYSLOGサーバーに送

信するかどうかを設定することができます。 

 ｢メールボックスに送信｣にチェックを入れることで、アラームメール受信者アドレ

スを入力するテキストボックスが表示されます。テキストボックスで受信者アドレ

スを入力します。複数アドレスの場合、改行コードで区切ってください。 

 「SYSLOGに送信｣にチェックを入れると、アラームメールは SYSLOGサーバーに送信

されます。 

アラーム送信機能を利用する前に、SMTP設定が正しいことを確認してください。 

アラームパケット 

アラームパケットでパケットの自動保存を設定することができます。そして保存パケットの

時間範囲を設定することができます。 

アラームテンプレート 

今追加されるアラームが属するアラームテンプレートを指定することができます。一つのア

ラームは複数のアラームテンプレートに追加することができます。アラームが属するアラー

ムテンプレートを指定しない場合、このアラームは｢未グループ分け｣に属します。 

アプリケーションを追加するとき、設定効率を上げるために、アラームテンプレ

ートを有効することができます。 
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アラームと情報送信 

アラーム送信 

アラーム送信ページでは、下図のようにアラームの受信者アドレスとアラームを送信する間

隔を設定することができます。 

 

Syslog送信 

送信ページでは、下図のように syslogサーバーアドレス、送信する間隔、syslogのフォー

マットを設定することができます。 

 

 

UPMセンターは、ビジネス名、トリガー時間、リンク名、アラーム名、アラームタイプ、ア

ラームレベル、トリガーソースおよびトリガー条件などのフィールドを提供します。ユーザ

ーはフィールドの順序を調整したり、フィールド間の区切り文字をカスタマイズし、カスタ

マイズフィールドを追加したりして、syslogフォーマットをカスタマイズすることができ

ます。 
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ネットワークセグメント管理 
UPMセンターで設定されたネットワークセグメント情報は UPMセンターと接続している

nChronosサーバーに自動的にプッシュされます。 

ネットワークセグメントページは下図のように表示されます。 

 

ネットワークセグメントを追加 

｢ネットワークセグメントを追加｣ボタンをクリックして、下図のようにネットワークセグメ

ントを追加するダイアログボックスが表示されます。 

 

ネットワークデバイス管理 
ネットワークデバイス管理ページでは、UPMセンターで追加されたすべてのネットワークデ

バイスを集中的に管理することができます。一つのネットワークデバイスは一回設定するこ

とで、複数のアプリケーション通信パスで利用されることができます。それは設定効率をか

なり向上させることができます。 

ネットワークデバイスリストは下図のように表示されます。 

 

｢ネットワークデバイスを追加｣ボタンをクリックして、下図のようにネットワークデバイス

を追加するダイアログボックスが表示されます。 
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ネットワークデバイスには、ルータ、スイッチ、ファイアウォール、負荷分散、ゲートウェ

イおよびその他という六つのタイプがあります。 

イベント管理 
イベント管理ページでは、UPMセンターで追加されたすべてのアラームイベントを集中的に

管理することができます。アラームイベントには、トラブルの詳細な処理過程を記録してい

て、トラブルに関するビジネス、アプリケーションおよびアラームなどの情報が含まれてい

ます。今後類似トラブルが発生する場合、非常に有益な参考資料となります。 

アラームイベントリストは下図のように表示されます。 

 

イベント管理ページは検索機能を提供します。検索テキストボックスでキーワードを入力す

ることで、関心のあるイベントを特定することができます。 

｢イベントを追加｣ボタンをクリックして、下図のようにイベントを追加するダイアログボッ

クスが表示されます。 
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イベント、イベント持続時間、イベント発生時間、イベント説明、処理人、イベント処理の

詳細、アドバイス、関連ビジネス、関連アプリケーション、関連アラームを含め、アラーム

イベントに関する情報を入力します。 

SLA レポート送信 
SLAレポート送信ページでは、SLAレポートの定期送信タスクを集中的に管理することがで

きます。 

SLAレポート送信ページは下図のように表示されます。 

 

ユーザーは 定期送信する SLAレポートを延期したり、削除したりすることができます。 

 ｢延期｣ボタンをクリックして、SLA レポートを延期するポップアップが表示されま

す。延期される時間は SLA レポートの有効時間です。例えば、定期送信する SLA レ

ポートの有効時間が 1年の場合、延期される時間も 1年となります。 

 ｢削除｣ボタンをクリックして、定期送信する SLA レポートを削除するポップアップ

が表示されます。定期送信する SLA レポートが削除されると、レポートはこれ以上

送信されません。 
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ユーザーアカウント 
ユーザーアカウントページでは、ユーザーアカウントを追加、修正、削除したり、ログイン

時間、ログイン IP、ログイン回数などを含め、ユーザーのログイン情報を確認したりする

ことができます。 

ユーザーアカウントページは下図のように表示されます。 

 

ユーザーアカウントを追加 

｢追加｣ボタンをクリックして、下図のようにユーザーを追加するページに入ります。 

 

管理者と一般ユーザーという二つのユーザーロールを追加することができます。 

 管理者は全体システムに対し、管理することができます。具体的な権限には、ユー

ザーアカウント、監査ログ、システムアクティベーション、設定のインポート/エ

クスポート、およびシステム設定が含まれています。 

 一般ユーザーには、設定権限があるユーザーと設定権限がないユーザーがあります。

設定権限には、インテリジェンスアプリケーション整理、アプリケーション管理、

事前定義のアラーム、ビジネス設定、nChronosサーバー管理、プローブ管理、ネ

ットワークセグメント管理、ネットワークデバイス管理、イベント管理、および

SLAレポート管理が含まれています。設定権限がない一般ユーザーの場合、各ビジ
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ネスに対する権限をそれぞれ設定する必要があります。そのビジネスに対する権限

には、ビジネスの集中的監視、総合指標のクエリ、ビジネス解析、マルチセグメン

ト解析、およびパケットのダウンロードが含まれています。 

ユーザー権限を確認 

｢ユーザー権限を表示｣ボタンをクリックして、ユーザー権限が表示されるページに入ります。

このページは下図のように UPMセンターにおけるユーザーとビジネスの権限関係を表示しま

す。 

0 

SMTP 設定 

SMTPサーバーは、SMTPプロトコルに基づき Eメールを送信または転送する Eメールサーバ

ーです。SMTPサーバーを正しく設定している場合にのみ、アラーム、syslog、および SLA

レポートを指定の受信者に送信することができます。SMTP設定ページは下図のように表示

されます。 
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以下のリストは、SMTP設定ページにおける各オプションについて説明しています。 

 名前:送信者の名前を入力します。 

 Eメールアドレス:送信者の Eメールアドレスをにゅうりょくします。 

 Eメールサーバー: Eメールサーバーのアドレスを入力します。 

 暗号化: Eメールサーバーの暗号化タイプを設定します。UPMは SSLの暗号化をサポ

ートします。 

 ポート: Eメールサーバーのポート番号です。暗号化に｢無し｣を選択した場合、ポ

ート番号はデフォルトで 25となります。暗号化に「SSL｣を選択した場合、ポート番

号はデフォルトで 465となります。 

 ユーザー名: Eメールサーバーにログインする送信者のユーザー名を入力します。 

 パスワード: Eメールサーバーにログインする送信者のパスワードを入力します。

パスワードを空にすることもできます。 

｢テスト｣をクリックして、SMTP設定が正しいかどうかをチェックすることができます。 
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UPM 管理 
本章は監査ログ、設定のインポート/エクスポート、システム情報、システムアクティベー

ション、およびシステム設定について説明します。 

監査ログ 
監査ログページは下図のように操作の詳細なログ情報を提供します。そして、特定の時間帯

におけるあるユーザーのログをフィルタリングすることができます。 

 

｢エクスポート｣ボタンをクリックして、フィルタリング後の監査ログを.csvファイルにエ

クスポートすることができます。 

管理者だけ監査ログの確認とエクスポートをすることができることに注意してく

ださい。 

設定をインポート/エクスポート 
管理者だけ設定をインポート/エクスポートすることができます。 

設定をーインポート 

設定をインポートするページは下図のように表示されます。 

 

以下のステップに従い、設定ファイルをインポートします。 

1. インポートする設定ファイルを選択します。Chrome ブラウザではインポートする

設定ファイルを直接にファイルリストにドラッグすることができます。 

2. ｢アップロードを開始｣ボタンをクリックして、設定ファイルをアップロードします。 
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3. インポートされる設定ファイルが UPM の既存の設定情報と競合がある場合、ユーザ

ーはスキップか、上書きか、キャンセルかを選択することができます。 

設定ファイルをインポートするとき、｢アップロードを停止」ボタンをクリックして、設定

ファイルのアップロードを停止することができます。 

設定をエクスポート 

設定をエクスポートページは下図のように表示されます。 

 

設定をエクスポートページで、エクスポートするモジュールにチェックを入れて、｢設定を

エクスポート｣ボタンをクリックして、設定ファイルのエクスポートを完了します。 



 UPM管理 

Copyright © 2015 Colasoft LLC. All rights reserved. 73 

システム情報 
システム情報ページでは、下図のように製品とサーバーの情報が表示されます。 
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システムアクティベーション 
システムアクティベーションページでは、下図のように製品のライセンス情報が表示されま

す。 

 

ライセンス情報を変更した場合、製品を再アクティブ化する必要があります。 

システム設定 

ワーキング時間を設定 

ワーキング時間を設定することで、ユーザーはワーキング時間内のデータをクエリすること

ができます。ワーキング時間を設定するページは下図のように表示されます。 

 

ユーザーは実際のワーキング時間により、曜日を指定し、午前と午後のワーキング時間をそ

れぞれ設定することができます。設定するとき、少なくとも曜日を一つ指定する必要があり

ます。デフォルトでは、月曜日から日曜日まですべて選択され、ワーキング時間は午前

00:00 – 11:59、午後 12:00 – 23:59となります。 

ワーキング時間を設定した後、総合指標のクエリページで「ワーキング時間内のデータだけ

をクエリ｣にチェックを入れると、クエリ結果は設定されたワーキング時間によって、フィ

ルタリングします。 
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インテリジェンスアプリケーション整理設定 

データ更新をするかどうかを設定します。データ更新は、多くのシステムリソースを占有し

ますので、アプリケーションを整理した後、データ更新タスクを閉じるのがお勧めです。 

インテリジェンスアプリケーション整理設定ボックスは下図のように表示されます。 

 


